
大学訪問

東海大学

神奈川県平塚市，丹沢山の裾野の忠まれた自然環境の

中に，東海大学のメイン・キャンパスがある.近代的な

校舎と，あたりの緑が調和し，どことなく大学の若さを

!選じさせる.

[21世紀にむけてものを考え， 行動しうる人材の育成

を /J とし、う松前総長の高温な方針が，研究・教育活動

にどう具現化されているかが私の最大の関心事でした.

オベレーションズ・リサーチに関連する研究は，工学

部・経符工学科をはじめとして，理学部・数学科および情

報数理学科，政治経済学部，医学部等で進められている.

1. 医学分野でのオペレーションズ・リサーチ

かぎられた時間の訪問を通じ，境問見てとくにユニー

クと忠われたのは，医学分野に関連するオベレーション

ズ・リサーチである.

まず， ~重野教J受(絞符工学科)を中心に進められた“人

|況を指 I;'J した術院システムの研究"があげられる. これ

は，忠者の立場に立って州院のシステムを設計しようと

したものである.この研究は，やはり松前総長の「総合

的な角度から医学を考える」とし、う方針にもとづき進め

られたということである.

また，師岡教授(経営工学科)のところで、は，病院にお

ける騒 ~1-，照明，看護婦の訓練計[百l等，実際の問題を手

がけ，いわば病院内ワーク・システムのオベレーション

ズ・リサーチともいうべき研究が実施されている.ここ

の学生は，数人すーっチームを組んで病院内に入り，現実

のl問題に取り組み，実践をとおして指導を受けている

一方，医学部高橋教授のところでは，コンピュータ利

用による医療情報のシステム化を進めるために，カルテ

の管理システムから移値臓器データ・パンクまで幅広い

研究がなされている.

2. オペレーションズ・リサーチ教育

これからのオベレーションス・リサーチの教育につい

て，数用工学の講座を担当されている村松講師(経常工

学科)は， [現実の問題を教主で教えるのはむずかしい l
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とその限界を指摘された.

これに対しアメリカに比べ， モデル・ビルディン

グが遅れている J (師岡教授)という;盲:見もある.また，

l つの問題に対Lて解決法の代替案を出せないための失

敗，すなわち自分の知っている手法に向いた問題につく

ってしまうために起きた失敗の例を聞いた.

いったい，大学ではオベレーションズ・リサーチの手

法を主に教えたらよいのだろうか，それとも，問題の定

義，モテノレ・ヒ、ルディングといったオベレーションズ・

リサーチ的センスを磨くような教育に重点を置くべきな

のだろうかと逆に問われてしまった.

このようなセンスを磨くには，徒弟制度の中での技術

修得のように，師のやり方を傍で、見て身につける，多く

の問題を経験するとし、う修業が必要なのではなし、だろう

か. また大学を出てしまった後で，必要が生じてから手

法を学べるほどの余裕はないほうが普通であろう.

まったく私の何人的意見だが，学生たちに望むとすれ

ば， 手法とその適用の仕方をよく勉強してほしい.願わ

くば，応用の事例に数多く接触してほしいと思う.

3. オペレーションズ・リサーチ変化のきざし

私は 10年前，エレカントなモデル，数式をあっかうこ

とそれ白体，オベレーションズ・リサーチの勉強だと思

っていた.いま，泥くさい(と当事者がよぶ)現実の問

題に携われることが，一面で羨しく思われるようになっ

てきた.現実の問題への飢えを感じる.

そのような意味で，身近な付属病院の中に問題を求め

て， 1ヨらの活路を聞こうとする姿勢を学びたい.

最後に，諸先生方のご協力に対し，感謝いたします.

松前総長の言葉一

若き日に，汝の思想、を培え

若き日に，汝の体躯を養え

)'，:き日 Iこ， 1女の智能を磨け

(古田輿司，松下技研)
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